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１．はじめに 
	
 1927年，南京民国政府が成立し，1935年 10月 8日に，南京
市政府が「南京市内外国使館租用館址辦法」1)を頒布すると，す

べての駐中華民国外国公館 2)は規定通りに開設された 3)。 
	
 西洋の歴史主義建築を盲目的に模倣された時代（1901－1915
年）から，西洋様式と技術を取り込んだ新民族様式を提唱された

時代（1927年－）4)に建設されたと見られる。主にコンクリート

造であり，欧米モダン建築様式を用い，庭も建築様式と合わせて

設計されたと見られ，当時の建築思潮をリードしたとも言われる
5)。それ故，大使館に関する研究が中国近代建築および庭園研究

に対する重要な一環と考えられる。また，在外公館の開設と分布

は，社会，経済，外交関係，国際政治などとの関連性が持つこと

が見られる 6)。分布の形成要因を探ることは，構成特徴について

より一層深く理解できるのではないかと考えられる。 
しかし，長い年月を経て，都市建設などの原因で，南京市にあ

る民国時代の大使館には取り壊されたものや，住所不明のものが

見られる 5)。近年，近代建築に対する保護，修復を重視する傾向

にあるが，保存状況の悪い，老朽化の進んだ大使館に対する保護

対策はまだ不十分と見られる 7)。また，庭園に対する保護対策が

ほとんどないため，当時の風貌は既に失われつつあり，古樹や園

路などでしか当時の空間を識別できない。 
地域の沿革，地理などを記した地方志 3)8)には大使館に関する記

載のほか，建築の分野においては，南京市にある民国建築の概況
5)9)10)と保護策 11)12)13)に関する研究，外部空間の分野においては，

中国近代園林の紹介 14)，公共建築の外部空間の構成特徴 15)に関す

る研究が行われた。しかし，大使館における現地調査や分布特徴，

外部空間に関する研究は見られない。そこで，民国時代の大使館

が老朽化と消失化し，外部空間の特徴が不明瞭となる前に，詳し

い調査を行うことで，分布と現状を把握し，外部空間の構成特徴

を明らかにすることが本研究の目的である。 

２．研究対象と方法 
（１）研究対象 
	
 本研究では，研究時点で出版された文献から記録が確定できる

大使館のみ調査対象とする。南京市にある民国時代の大使館に関

する文献 3)5)8)9)10)16)17)18)19)により，当時存在した大使館を 30 カ国
51カ所あることが分かる。このうち，外国人が設計し建設したも
のを除き，さらに，「辦法」により開設し現存している対象である

21カ国27カ所を外部空間構成の分析対象と定める。 
（２）研究方法 
資料調査により，調査と分析対象を確定し，年代や住所などの

情報をまとめ，一覧表を作成し，大使館の類別，使用年代と現在

用途を表す（表－1）。調査対象の分布と現状に関する現地調査お
よびヒアリング調査を行い，現存するかどうかを明らかにする。

現存する対象に対してはさらに外部空間の調査を行う。大部分の

大使館は1946年以降に開設されたため，入手した1948年南京市
地図 18)から基図を作成し，大使館の年代，分布と現存状況が分か

るようにマッピングした地図を作成する（図－1）。現地調査と文
献資料に基づき，各対象の空間的特徴を把握する。改造が激しい

ものは，古写真や樹木の位置などから外部空間と緑地の現状を推

察する。分析対象によって，庭の保存状況と改造状況が異なるた

め，本研究では庭の詳細な景観要素についての分析は行なわない。

既往研究 15)20)21)を参考にし，外部空間の構成の骨格となる敷地の

規模，平面形状，配列，エントランス，植栽の配置，動線の6部
分に分けて分析する。 
客観的に外部空間の構成特徴を把握するため，階層クラスター分

析を行うことで構成特徴を類型する。上記6部分の分析結果に基づ
き，数量化Ⅲ類を通じて数量化されたデータを得る。Ward法と平
方ユークリッド距離によるデンドログラムを切り分けることによ

りタイプを分ける22)。各グループの特徴を考察することで，外部空

間の構成特徴を明らかにする。 
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表－1	
 大使館の一覧表	
 

 
 
 
３．大使館の分布 
	
 1935年「辦法」を頒布するまでに，南京に公館を開設した国は
わずか 6カ国である（表－1）。1936－1937年間，増加が見られ
るが，大部分の大使館はまだ上海と北平に集中していた。さらに，

1937年日中戦争が勃発し，日独以外の大使館は陪都の重慶に移転
した 23)。そして，戦争が終わった翌年の 1946年から，南京に公
館を開設する潮流が見られる。 
大使館は主に南京市の西北部に位置する（図－1）。それらの 6
割以上は第一住宅区にあり，その他は公園区と第二住宅区 24)に分

布することが分かる。南京市の人口集中地区は市区南部であった

が 25)， 1929年「首都計画」24)が頒布された後，南京市は明確に

ゾーニングされた住宅区は三つの階級に分けられ，僻地であった

北部は最も階級の高い第一住宅区として計画された。多くの高官

や著名人がここに高級邸宅を建てるようになった。高級住宅には

施設が完備され，当時稀少な水道も開通された。一方，一般市民

は簡易式住宅に住み，売店で水を買う生活を送っていた。このよ

うに都市は階級化され，第一住宅区も上流社会の象徴になった 25)。 
生活必須な施設が揃え，騒々しい中心街区から離れ，著名人の

私邸が集中し，社会地位のシンボルのような高級住宅区が出現し，

各国使節の関心を引き寄せた。それ故，住宅区にある邸宅を租借

し，大使館を開設したと考えられる。 

図－1	
 大使館位置と年代の分布図 
 
	
 また，租借した住宅の元所有者の当時の経歴から見ると（表－

1），外国に私邸を貸し出すことは，所有者の当時の経歴にも関わ
っていたことが分かる。記録がある23人中11人は租借時に南京
の邸宅に居住していなかった，1 人は死去したため財産が没収さ
れ，1 人は停職し，1 人の女性は翌年アメリカに移住した（夫が
前年で死去）。その他の 9 人は政府重職を担当していたことが分
かる。無作為に場所を選んだのではなく，留守の住宅や，処罰さ

れたなど，訳あって外国に自宅を租借した様子が理解される。 
 

４．外部空間の構成特徴 
	
 本研究における外部空間とは，敷地範囲内の建築の内部空間に対

応するものであり26），近代住宅の外部空間は鑑賞以外，日常生活に

関わる様々な活動の場として利用され，当時の住居文化および生活

文化も反映される空間である。 
 （１）外部空間の構成要素の分類 
	
 対象とする大使館の庭園は，欧米住宅を模倣した建築様式に合

わせ，主に緑地と舗装により構成される。戦乱と紛争が多い年代

に建てられ，資金や物資が乏しいため，築山や池などの要素と施

設は少ない。それ故，外部空間の構成の基本となる敷地の規模，

平面形状，外部空間と母屋の配列，エントランス，緑地，動線の

6部分に分けて分析する 15)20)21)（図－2）。 
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１）規模 
「首都分区条例草案」により，「第一住宅区内の各敷地の面積は

540m2以上のこと。第二住宅区内の各敷地の面積は350m2以上のこ

と。」24)と各敷地面積が規定されている。全分析対象の規模と対象

数を合わせると，集中分布が見られ，また平均的に分類できること

から，1000 m2以下を小規模住宅（Ⅰ，10カ所），1000 m2－2000 m2

を中規模住宅（Ⅱ，11カ所），2000 m2以上を大規模住宅（Ⅲ，6カ
所）に分ける21)（図－2－1）。半数以上が規定の2倍を超えているの
は，使節は大使館で日常生活のほか，執務や接待など様々な活動を

する空間を必要としたからと考えられる。 
２）平面形状 
当時第一住宅区はその範囲を規定し，住宅区内の構内道路，敷地

境界も統一して計画されたため，大使館の平面形状はほぼ四角形で

統一されている27)。民国時代の地図と現在の測量地図を照合しなが

ら，各大使館の平面図を作成する。四角形の敷地平面形状24カ所が
見られる（図－2－2）。 
３）配列 
「第一住宅区内，建築の横壁から塀まで2m以上，後ろ壁は後
ろの塀まで8m以上，正面から正面の塀まで7m以上の距離を置
くこと。母屋と付属建築の建築面積の合計は敷地面積の40%を超
えないこと。」24)と「首都計画」により規定されたため，敷地の

60%以上は外部空間となっている。 
各大使館の平面図から，外部空間と母屋との配列関係を検討し，

外部空間が母屋の3面以上を包囲する包囲型（18カ所），庭が母
屋の 2面を包囲する L字型（9カ所）に分類する（図－2－3）。
全てにおいて，母屋の 2 面以上は広い外部空間に囲まれており，
当時の高級住宅区内の邸宅では，建築様式のほか，建築外部の広

い環境も要求されていたことが分かる。 
４）エントランス 
	
 建築の外部空間と内部空間の結合部であり，過渡空間である母

屋のエントランスは階段（S，4カ所），玄関ポーチ（P，11カ所），
玄関ポーチ・バルコニー（PB，10カ所），玄関ポーチ・ベランダ
（PV，2 カ所）に分けられる（図－2－4）。玄関ポーチと玄関ポ
ーチ・バルコニーは大中規模の大使館で多く見られる一方，階段

と玄関ポーチ・ベランダは小規模で多く見られる。また，27カ所
の中の 21 カ所は母屋入口を強調する役割がある玄関ポーチか玄
関ポーチ・バルコニーと見られる。 
 

 

５）緑地 
	
 植物の敷地内の位置を把握することで分類する（図－2－5）。
中央型（C）は植物が庭の中央に位置し，塀や建築に接していな
い，花壇のようなものが多い。通り抜け型（T）は園路を挟み母
屋まで至る長い緑地である。外壁周り型（A）は塀の周りに植物
を配置する緑地である。建築周り型（F）は建築の壁周り植物を
配置する緑地である。単なる余白に緑を増やすだけではなく，母

屋の位置や向き，敷地の平面形状，人の活動空間，動線などを考

え，緑地の位置と形を設計したと考えられる。例としては，図－

3にある 6つの平面図には，母屋の南方向には必ず緑地がある。
これは南京では夏高温，強烈な日照のためであると考えられる。

また，ポーランド大使館（41番）では，長い敷地を生かし，通り
抜け式緑地と婉曲したアプローチを設け，母屋周りに閑静な環境

を作り出す。かつ，全面的に緑地ではなく，母屋の周りに多少な

空地が残され，車の出入や人の活動場所に使われたと考えられる。

それ故，緑地および緑地により生み出された空間は美を取りいれ

ながら，敷地を活用し，合理的に設計されたと見られる。 
６）動線 
大使館の門から母屋のエントランスまでの動線において，方向

を変える転回が何回あるか分析する。母屋に裏門や脇門が有する

場合もあるが，外部空間の主要な特徴を明らかにするために，敷

地の正門から母屋の主なエントランスまでの動線だけ分析する。

その結果，直線（7カ所），転回1回（14カ所），転回2回（6カ
所）に分ける（図－2－6）。直線は小規模な大使館で多く見られ，
転回1は大規模な大使館で多く見られ，転回2回は中小規模な大
使館で見られる。プライバシーを守るため，転回1回や転回2回
動線を採用するが，多くの小規模の大使館では敷地面積が限られ

ているため，直線の動線が設計されたと考えられる。 
（２）外部空間の構成特徴 
上記の六部分に基づき，クラスター分析を行うことで，グルー

プA，グループB，グループCが得られる（図－3）。 
	
 グループ A（6カ所）に属する大使館は，すべて 2000m2以上

の敷地面積，包囲型配列，玄関ポーチと転回1回の動線を有する。
平面形状は一カ所以外すべて四角形である。また，すべての大使

館では，塀と建築の周りに緑地が設けられる。このグループのう

ち 3カ所は庭の中央にも花壇と見られる緑地を設置する。1カ所
は通り抜け型の緑地を有し，婉曲した園路によって母屋に至る。 

 

	
 	
 図－3	
 外部空間の構成特徴 図－2	
 外部空間の構成要素の分類 
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 グループAの大使館は広い外部空間に囲まれ，母屋に玄関ポー
チを備え，外見のバランスを取り，玄関正面の重要性を強調する

ことで，立派で堂々とした雰囲気を生み出す 28)。中央型または通

り抜け型の緑地を設置することにより，さらに母屋の存在を強調

している。しかし，門からエントランスまでの動線も一直線にす

る代わりに，一回転回を入れているのは，敷地外部と距離を取り，

プライバシーを守るためだと考えられる。 
グループB（11カ所）に属する大使館は，1000m2—2000m2の

敷地面積，包囲型配列である。1 カ所は五角形以外すべて四角形
である。1 カ所以外，すべての大使館では塀と建築の周りに緑地
が見られる。エントランスにおいて玄関ポーチ・バルコニーは最

も多く見られ（6カ所），玄関ポーチ（4カ所）と階段（1カ所）
式エントランスも見られる。また，転回1回の動線は5カ所，転
回2回は4カ所，直線は2カ所見られる。 
グループBの大使館もやや広い外部空間を有し，玄関の正面を
強調する玄関ポーチと玄関ポーチ・バルコニーを設けている。た

だ，玄関ポーチとは異なり，玄関ポーチ・バルコニーにある欄干

は母屋により一層優雅さを与えている 28)。敷地規模はグループA
と比べて狭いため，中央型の緑地を設置する代わりに，塀と建築

の周りに緑地を設け，活動空間や園路を作り出していることが分

かる。また，転回2回の動線が見られた4カ所中の3カ所は，ト
ルコ大使館（16番）のように，エントランスの裏方向から敷地に
入り，緑地を通って，2 回曲がってエントランスに至るケースで
ある。隠逸な環境を生み出しながら，外部空間にも変化を持たせ

たと考えられる。 
グループC（10カ所）に属する大使館は，すべて1000m2以下

の敷地面積である。五角形の1カ所以外すべて四角形の平面形状
を，配列は包囲型の1カ所以外すべてL字型配列を有する。玄関
ポーチ・バルコニー（4 カ所），階段（3 カ所），エントランスは
玄関ポーチ・ベランダ（2カ所），玄関ポーチ（1カ所）の4種類
すべてグループCで見られる。直線型（5カ所）動線が一番多く
見られる。動線は転回 2回（3カ所）と転回 1回（2カ所）が見
られる。また，緑地の組み合わせが多様であるが，外壁周り型が

一番特徴的である。外壁周り型と建築周り型を両方とも有するの

は 3カ所である。通り抜け型（2カ所）と中央型（2カ所）も見
られる。 
グループCの大使館にある外部空間，グループA，Bと比べ狭
く，庭や活動空間を保つために，母屋と付属建築を敷地の片方に

集中して設置したと考えられる。それ故，L 字型の配列が殆どで
ある。10カ所のうち半分はグループ B と同様に建築正面を強調
する玄関ポーチと玄関ポーチ・バルコニーのエントランスを有す

る。残りの 5カ所のうち，3カ所は階段，2カ所は玄関ポーチ・
ベランダが見られる。装飾を抑えた造りで，機能を優先し，建築

正面の連続性が見られる。緑地においては，グループBで多く見
られた外壁周り型と建築周り型の組み合わせは 3 カ所しかない。
これは緑地以外に，建築周りにも活動空間を保つためではないか

と考えられる。また，動線も敷地面積の制限から，転回2回と転
回1回のように，空間を取るものより，直線型が多く見られる。 
これらのことから，分析対象となる大使館は「首都計画」通り

に建造され，外部空間には都市計画の構想と，上流階層と外国使

節の住環境に対するニーズが表れたことが理解される。グループ

Aの大使館は，社会地位や理想的な生活などが象徴されており，
広い敷地を占め，母屋を強調するエントランスや緑地を設置し，

さらに，外壁周りに自然樹林を作り出している。グループBでは，
グループAほど広くないが，外部空間を活用し，同じく母屋の正
面性を強調する特徴が見られる。また，バルコニーの手摺りや，

緑地に誘導された2回転回する動線などから，優雅さが表現され
る。グループCの敷地面積は大中規模より限られ，建築周りの緑

地が省かれた事例が多く見られ，エントランスと動線も簡潔なも

のが数多い。だが，緑地により活動空間を配分することや，動線

により相対的に狭い空間でもプライバシーを守る工夫が見られる。 
全てのグループにおいて，母屋を強調するエントランスが設置

と，塀と建築の周り，特に南方向に，緑地が設置される。動線の

片側か両側に緑地が見られる対象が多い。また，左右に沿って緑

地がない場合は，動線の先に緑地がある事例が多い。緑地と動線

の設置により，プライバシーを守りながら，豊かな緑と活動空間

を設け，都心にない閑静で広い屋外環境を生み出す。 
当時，中国に在住する外国人は，静寂な環境を求め，郊外に移

転することが多く見られたが 29)，本研究対象の外部空間の特徴は，

密集地区の一般住宅と違い，植物が豊かな外部空間と郊外の別荘

のように仕立てたことが分かる。南京に滞在する外国使節も，生

活と職務以外に，郊外型環境を望んで，住宅区に大使館を開設し

たと考えられる。 
 
５．おわりに 
	
 本研究によって，南京市にある中華民国時代に存在した大使館

について調査と分析を行い，分布と外部空間の構成特徴について

下記のことが明らかとなった。 
	
 多くの大使館は南京市の北部に位置し，「首都計画」により計画

された第一住宅区に集中していることが見られる。他のエリアよ

り優れた環境，設備，邸宅であり，人口の密集する南部から離れ

た閑静な立地を求めた高官と富豪の邸宅が並び立つ上流地区とし

たことが，外国使節が一斉に視線を向けた原因と考えられる。 
	
 統一規定により開設された大使館を分析した結果，外部空間の

構成特徴はグループA，グループB，グループCの3つに分けら
れた。グループAはエントランスと緑地により母屋を強調しなが
ら，外部から直接に室内を見られないように動線を設定する。グ

ループBでは，母屋を強調する特徴と，エントランスと緑地によ
り外部空間を優雅にする特徴も見られる。グループCはより簡素
で，緑地と動線を合理的に配置することにより住みやすい外部空

間を作り出す特徴が見られる。これらの特徴は，郊外型屋外環境

も求めていた外国使節を引き寄せたと考えられる。 
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